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研究の目的

小学校学習指導要領（平成 年告示）総則編で

は，「個々の児童の特性等を十分理解し，それに応

じた指導を行うことが必要であり」，併せて「児童

が主体的に学習を進められるようになるためには，

学習内容のみならず，学習方法への注意を促し，

それぞれの児童が自分にふさわしい学習方法を模

索するような態度を育てることも必要となる。」と

述べている。 
令和 年度福岡県学力調査では，「算数の勉強

が好きですか」という質問に対して，最も肯定的

な回答をした子供は全体の約 ％であり，「算数

の授業内容はよくわかりますか」という質問に対

しては約 ％となっている。この結果から，算数

に対する意識や理解に開きがあるといえる。

そこで，本研究では，小学校算数科の授業にお

いて，子供の学びの多様性に応じた授業実践と考

察を目的とする。

研究の計画

文献研究 
 文献研究，授業実践及び分析 
 文献研究，授業実践及び分析 

研究の内容

先行研究 
本研究では，学びのユニバーサルデザイン（以

下， ）の考え方に着目する。 は，

「 は，教育者がさまざまなニーズに対応できる

ような柔軟な学習の目標，方法，教材・教具，評

価の方法を提供し，学習者の個人差に対処するの

に役立つ」と述べている。 は，提示のための

多様な方法の提供，行動と表出のための多様な方

法の提供，取り組みのための多様な方法の提供の

つの脳科学研究を基にした原則に則って，学び

のエキスパートの育成を目指す。学びのエキスパ

ートとは，学びたいという気持ちを持ち，方略的

に学ぶ方法がわかり，自分に合った柔軟なやり方

で生涯にわたる学習に十分備えられている者を指

す。この考え方を授業づくりに活かすために｢

シート｣を活用する。川谷・嵐谷・大谷・宮崎

（ ）は， 教科特性に応じたつまずきや困難さ

を明らかにするとともに， 困難さ・つまずきに応

じた授業づくりを行うための学習指導案の枠組み

として｢ シート｣を開発している。｢

シート｣とは，「「学習活動｣ と学習活動 に対す

るねらいとなる ｢全ての生徒の到達目標｣ に加え，

 生徒の ｢学びの多様性｣， そして， 学びの多様

性に応じるための ｢活動・支援の工夫｣ を加え，

 四つの項目を検討しながら授業づくりを行うた

めの指導案の書式」としている。これを本研究の

小学校算数科の授業づくりにおいても活用してい

く。

授業実践内容 
授業実践に向けて，実態把握のためにアンケー

トとレディネステストを行った。アンケートでは，

算数の授業の中で考えることは好きか，考える際

にどのようにして考えるか，考えを相手に伝える

ことは得意か，学習の中で困っていることやもっ

とこうしたいと思うことはあるかを尋ねた。レデ

ィネステストでは， 年次までの分数の学習に関

する定着度を調べた。これらの結果をもとに

シートを作成し，授業構想，実践を行っ

た。 シートは表 に一部示す。 シ

ートの中で出てくるオプションとは，学習活動の

中で子供が選択可能な学習の手立てである。

学びの多様性，shimafu シート，算数 キーワード：
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表 ：授業内容 
単元名 分数 
本時 ４/８ 
実践日 令和３年 月１日 
学習者 市立 小学校 年 組（ 人） 
主眼 単位分数のいくつ分や数直線で考える活動を通し

て，同分母分数の大小比較や相等の関係を理解する
ことができる。 

表２：授業展開と手立て 
授業展開 学習の手立て

前時の振り返りを行い，
本時学習の見通しについ
て話す。

問題解決の見通しをもたせるた
めに，前時学習内容についてス
ライドを用いて復習させる。

同分母の分数の大きさ比
べの方法について話し合
う。

問題に取り組む際に，ヒントカ
ードの選択肢を提示する。

１と分数の大きさ比べを
行い，わけを説明し合
う。

相等の関係について理解できる
ようにするために，数直線を提
示し，１と分数との関係につい
て捉える場を設定する。その後
児童相互の交流場面を設定す
る。

適応問題に取り組む。 分数の大小比較について理解を
深めることができるようにする
ために，自作問題を提示する。

表３： シートを活用した指導案（活動 ） 

学習活動

すべて
の児童
の到達
目標

学びの多様性 活動・支援の工夫

２．同分
母分数の
大きさ比
べの方法
について
話し合
う。

同分母
分数の
大きさ
比べに
ついて
理解す
ること

・数直線上にどのよ
うに書いたらいいの
かわからない。
・自分で考えたい。
・考えるのが苦手
・先生に聞きながら
考えたい。
・友達に聞きたい
・発表したい
・説明が難しい

・問題に取り組む際
に，ヒントカードの選
択肢を提示する。

授業分析と考察

表 ：授業後のアンケート結果（全体： ）
自分の考えをもつことはできましたか。

できた すこしできた あまりできなかった できなかった

１７ １０ ７ １

ヒントカードは考える時に役に立ちましたか。

役に立った すこし役に立

った

あまり役に立

たなかった

使ってない

２７ ２ １ ５

３ 友達に自分の考えを伝えることはできましたか。

できた すこしできた あまりできなかった できなかった

１９ ７ ５ ４

４ 自分で進んで問題に取り組むことはできましたか。

できた すこしできた あまりできなかった できなかった

２１ １０ ３ １

授業後のアンケートの結果は表 の通りである。

自分の考えをもつことはできましたかという質問

に対して， 人が肯定的な結果を示した。理由と

して，「ヒントカードを使うことで自分の考えをも

つことができたから」や「友達の考えを聞いてわ

かったから」とあった。一方で， 人は否定的な

結果を示した。理由として「わからなかったが先

生に聞くことができなかった」とあった。ヒント

カードや意見交流が自分の考えをもつことに有効

であった一方で，先生に聞いて考えたいという児

童の願いに応えることはできなかった。原因とし

ては，十分な机間指導ができなかったことが挙げ

られる。

ヒントカードは，考える時に役に立ちましたか

という質問には 人が肯定的な結果を示した。

「わからなかったがヒントカードを使うと思いつ

いたから」という記述があった。使っていない

人の児童に関しても，自分で考えたかったからと

いう記述があり，ヒントカードの活用に関して自

分で選択する姿がみられた。

友達に自分の考えを伝えることはできましたか

という質問に対しては， 人が否定的な結果を示

した。自分の考えをもつことができているが自信

がなく交流場面で伝えることができなかったり，

他者の考えを聞くだけにとどまってしまったりし

ていることが記述から分かった。

進んで学習に取り組むことができましたかとい

う質問には， 人が肯定的な結果を示した。「友

達の意見を聞いて解くことができたから」や「チ

ャレンジ問題まで解くことができたから」という

記述が多かった。否定的な結果を示した 人の児

童には，授業の中で教師からヒントカードの活用

など，机間指導による声掛けが必要であったと考

える。

学習の感想では，「もっと発表したい」，「もっと

詳しく説明したい」という記述があり，学習に前

向きに向かう児童の姿をみることができた。

成果と課題

本研究の成果は，アンケート等による実態把握

と シートを活用した授業構想，実践を通

して，児童の授業に対する願いに応じた授業をす

ることができたことである。

課題としては，本実践授業の中で十分に力を発

揮できていない児童がいたことである。原因を再

度分析し今後の授業実践に活かしていきたい。
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